大正 十二 年 八月 二十四日 曇、 後 驟雨 

しむら たんぼみ ち 

子供 等と 志 村の 家へ 行った。 崖 下の 田圃 路で 南蛮ぎ 

せる という 寄生植物 を 沢山 採集した。 加 藤 首相 痼疾 急 

こうきょ 

変して 薨去。 

八月 二十 五日 晴 

きん 

日本 橋で 散弾 二 斤 買う。 ランプの 台に 入れる ため。 

八月 一 一十 六日 曇、 夕方 雷雨 

げ つ しょく 

月蝕 雨で 見えず。 夕方 珍しい 電光 Rocket 

lightning が 西から 天頂へ かけての 空に 見えた。 丁度 



八月 二十 九日 曇、 午後 雷雨 

午前 気象台 で 藤 原 君 の 渦 や 雲 の 写真 を 見る。 

八月 三十日 晴 

妻と 志 村の 家へ 行き スケッチ 板 一 枚 描く。 

九月 一日 (土曜) 

朝 はしけ 模様で 時々 暴 雨が 襲って 来た。 非常な 強度 

で 降って いると 思う と、 まるで 断ち切つ たように ぱた 



りと 止む、 そうかと 思う とまた 急に 降り出す 実に 珍し 

い 断続的な 降り 方であった。 雑誌 『文化 生活』 への 原 

稿 「石油 ランプ」 を 書き上げた。 雨が 収まった ので 上 

野 二 科会展 招待日の 見物に 行く。 会場に 入った のが 十 

時半 頃。 蒸 暑かった。 フランス 展の 影響が 著しく 眼に 

ついた。 T 君と 喫茶店で 紅茶 を 呑みながら 同 君の 出品 

画 「I 崎の 女」 に対する その モデルの 良人からの 撤回 

要求 問題の 話 を 聞いて いるう ちに 急激な 地震 を 感じた。 

うら きづち 

椅子に 腰かけて いる 両足の 躕を 下から 木槌で 急速に 乱 

打す るよう に 感じた。 多分 その 前に 来た はずの 弱い 初 

期 微動 を 気が付かずに 直ちに 主要 動 を 感じた のだろう 



手の 集団の 中から T 画伯 を 捜し あてた。 同 君の 二人の 

子供 も 一緒に 居た。 その 時 気の ついた の は 附近の 大木 

の枯 枝の 大きな のが 折れて 墜 ちている。 地震の ために 

折れ 落ちた のか それとも 今朝の 暴風雨で 折れた のか 分 

ら ない。 T 君に 別れて 東照宮 前の 方へ 歩いて 来る と異 

かびくさ したや 

様な 黴臭い 句が 鼻 を 突いた。 空 を 仰ぐ と 下 谷の 方面 か 

ら ひどい 土 ほこりが 飛んで 来る のが 見える。 これ は 非 

常に 多数の 家屋が 倒潰した の だと 思った、 同時に、 こ 

れ では 東京 中が 火になる かもしれ ない と 直感され た。 

のぞ しょうぎ 

東照宮 前から 境内 を視 くと 石 燈籠は 一 つ 残らず 象棋倒 

しに 北の方へ 倒れて いる。 大 鳥居の 柱 は 立って いるが 



が 火になる だろうと 考えた ことな ど は 綺麗に 忘れて い 

たのであった。 

そのうちに 助手の 西 田 君が 来て 大学の 医化学 教室が 

火事 だが 理学部 は 無事 だとい う。 N 君が 来る。 隣の T 

M 教授が 来て 巿中 所々 出火 だとい う。 縁側から 見る と 

せきうん 

南の 空に 珍しい 積雲が 盛り上が つてい る。 それ は 普通 

の 積雲と は 全くち が つ て、 先年 桜島大 噴火の 際の 噴 雲 

を 写真で 見る のと 同じように 典型的の いわゆる コー リ 

フラヮ ー 状の ものであった。 よほど 盛んな 火災の ため 

に 生じた ものと 直感され た。 この 雲の上に は 実に 東京 

こんじょう 

ではめ つたに 見られない 紺青 の 秋の 空が 澄み切って、 



はげ ハ とう 

じりじり 暑い 残暑の 日光が 無風の 庭の 葉 鶏頭に 輝いて 

いるので あった。 そうして 電車の 音 も 止まり 近所の 大 

ェの音 も 止み、 世間が しんとして 実に 静寂な 感じが し 

たのであった。 

夕方 藤 田 君が 来て、 図書館と 法文 科 も 全焼、 山上 集 

会所 も 本部 も 焼け、 理学部で は 木造の 数学 教室が 焼け 

はくさん ろうそく 

たと 云う。 夕食後 E 君と 白山へ 行って 蠟燭を 買って 来 

る。 TM 氏が 来て 大学の 様子 を 知らせて くれた。 夜に 

なつてから 大学へ 様子 を 見に 行く。 図書館の 書庫の 中 

の 燃えて いる さまが 窓外から よく 見えた。 一 晚中 くら 

いは かかって 燃えそう に 見えた。 普通の 火事なら ば大 



ような 物 は ほとんど 無かった。 ただ 自分の 描き 集めた 

若干の 油絵 だけが ちょ つと 惜しい ような 気がした のと、 

人から 預か つていた 口 — マ 字書き の 書物の 原稿に 責任 

を 感じた くらいで ある。 妻が 三毛猫 だけ 連れてもう 一 

匹の 玉の 方 は 置いて 行こうと 云ったら、 子供 等が どう 

しても 連れて行 くと 云って バスケット かなん か を 用意 

していた。 

九月 三日 (月曜) 曇 後 雨 

朝 九 時 頃から 長男 を 板 橋へ やり、 三代 吉を 頼んで 白 

米、 野菜、 塩な ど を 送らせる ようにす る。 自分 は 大学 



E 君に 青山の 小宫 君の 留守宅の 様子 を 見に 行つ て も 

ら つた。 帰っての 話に よると、 地震の 時 長男が 二階に 

居たら 書棚が 倒れて 出口 をふさい だので 心配した、 そ 

れ だけで 別に 異状はなかった そうで ある、 その後 は 邸 

前の 処に 避難して いたそう である。 

夜警で 一 緒に なった 人で 地震 当時 前 橋に 行って いた 

人の 話に よると、 一 日の 夜の 東京の 火事 は 丁度 火柱の 

ように 見えた ので 大 島の 噴火で ないかと いう 噂が あつ 

たそうで ある。 

(昭和 十 年 十月) 
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